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令

和

五
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月

二

十

二

日

(

水
曜
日)

目

次

規

則

○
岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

(

情
報
シ
ス
テ
ム
課)

一
三
七
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

医
療
整
備
課)

一
三
八

告

示

○
道
路
の
供
用
開
始

(

道
路
維
持
課)

一
三
九

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
解
除

(

砂

防

課)

一
四
〇

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
解
除

(
同

)

一
四
〇

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定

(
同

)

一
四
〇

○
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

(

同

)

一
四
〇

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
の
取
消

(

選
挙
管
理
委
員
会)
一
四
一

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
執
行
規
程
の
一
部
改
正

(

同

)
一
四
一

公

示

○
開
発
行
為
の
工
事
の
完
了

(

建
築
指
導
課)

一
四
一

規

則

岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
十
三
号

岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

平
成
三
十
年
岐
阜
県
規
則
第
二
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
十
二
項
を
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中｢

の
受
理
に
係
る｣

を｢

に
係
る｣

に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中｢

の
受
理
に
係
る｣

を｢

に
係
る｣

に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中｢

第
十
一
項｣

を｢

第
十
三
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
中
第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中｢

別
表
第
一
一
の
項
第
七
号｣

を｢

別
表
第
一
一
の
項
第
九
号｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中｢

別
表
第
一

一
の
項
第
六
号｣

を｢

別
表
第
一
一
の
項
第
八
号｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五

項
中｢

別
表
第
一
一
の
項
第
五
号｣

を｢

別
表
第
一
一
の
項
第
六
号｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項

と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

条
例
別
表
第
一
一
の
項
第
七
号
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎(

Ｂ
型
肝
炎
及
び

Ｃ
型
肝
炎
に
限
る
。)

の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実

に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務
と
す
る
。

第
二
条
第
四
項
中｢
別
表
第
一
一
の
項
第
四
号｣

を｢

別
表
第
一
一
の
項
第
五
号｣

に
、｢

の
受
理

に
係
る｣

を｢

に
係
る｣
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中｢

別
表
第
一
一
の
項
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第
三
号｣

を

｢

別
表
第
一
一
の
項
第
四
号｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

｢
別
表
第
一
一
の
項
第
二
号｣

を｢

別
表
第
一
一
の
項
第
三
号｣

に
、｢

第
四
項｣

を｢

第
五
項｣

に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
別
表
第
一
一
の
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

清
流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
条
例(

平
成
二
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
十
四
号)

第
一
条
に

規
定
す
る
奨
学
金(
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て｢

奨
学
金｣

と
い
う
。)

の
貸
与

の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関

す
る
事
務

二

奨
学
金
の
返
還
の
期
間
又
は
返
還
の
方
法
の
決
定
に
関
す
る
事
務

三

奨
学
金
の
返
還
債
務
の
免
除
又
は
履
行
の
猶
予
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
に
関
す
る
事
務

四

奨
学
金
の
回
収
に
関
す
る
事
務

第
三
条
第
六
項
中｢

前
条
第
八
項｣

を｢

前
条
第
十
項｣

に
、｢

同
条
第
九
項｣

を｢

同
条
第
十
一

項｣

に
、｢

同
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項｣

を｢

同
条
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項｣

に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中｢

別
表
第
二
一
の
項
第
五
号｣

を｢

別
表
第
二
一
の
項
第
六
号｣

に
、｢

前
条
第
七
項｣

を

｢

前
条
第
九
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中

｢

別
表
第
二
一
の
項
第
四
号｣

を

｢

別
表
第
二
一
の
項
第
五
号｣
に
、｢
前
条
第
六
項
第
一
号｣

を

｢

前
条
第
八
項
第
一
号｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)｣

を
削

り
、
同
項
第
五
号
中｢(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号)｣

を
削
り
、
同
項
第
八
号
中｢(

昭

和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号)｣

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中｢

別
表

第
二
一
の
項
第
三
号｣

を｢

別
表
第
二
一
の
項
第
四
号｣

に
、｢

前
条
第
三
項｣

を｢
前
条
第
四
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中｢

別
表
第
二
一
の
項
第
二
号｣

を｢
別
表
第
二

一
の
項
第
三
号｣

に
、｢

前
条
第
二
項｣

を｢

前
条
第
三
項｣

に
、｢

同
条
第
四
項｣

を｢

同
条
第
五
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
別
表
第
二
一
の
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
特
定
個
人
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。

一

奨
学
金
の
貸
与
の
申
請
を
行
う
者(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

奨
学
金
申
請
者｣

と
い
う
。)

若
し
く
は
当
該
奨
学
金
申
請
者
と
生
計
を
共
に
す
る
者
、
奨
学
金
の
返
還
債
務
の
免
除
若
し
く
は

履
行
の
猶
予
の
申
請
を
行
う
者(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

免
除
等
申
請
者｣

と
い
う
。)

又
は

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
者(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

奨
学
金
被
貸
与
者｣

と
い
う
。)

に
係

る
児
童
福
祉
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)

第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ハ
の
調
査
及

び
判
定
に
関
す
る
情
報

二

奨
学
金
申
請
者
若
し
く
は
当
該
奨
学
金
申
請
者
と
生
計
を
共
に
す
る
者
、
免
除
等
申
請
者
又
は

奨
学
金
被
貸
与
者
に
係
る
身
体
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)

第
十

五
条
第
一
項
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害
の
程
度
に
関
す
る
情
報

三

奨
学
金
申
請
者
若
し
く
は
当
該
奨
学
金
申
請
者
と
生
計
を
共
に
す
る
者
、
免
除
等
申
請
者
又
は

奨
学
金
被
貸
与
者
に
係
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
二
十
三
号)

第
四
十
五
条
第
一
項
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
及
び
そ
の
障
害

の
程
度
に
関
す
る
情
報

四

奨
学
金
申
請
者
、
当
該
奨
学
金
申
請
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
当
該
奨
学
金
申
請
者
の
生
計
を
維

持
す
る
者
、
免
除
等
申
請
者
又
は
奨
学
金
被
貸
与
者
に
係
る
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
及
び
外
国

人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報

五

奨
学
金
申
請
者
若
し
く
は
当
該
奨
学
金
申
請
者
と
生
計
を
共
に
す
る
者
、
免
除
等
申
請
者
又
は

奨
学
金
被
貸
与
者
に
係
る
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号)

第
十
一
条

第
一
項
第
二
号
ハ
の
判
定
に
関
す
る
情
報

六

奨
学
金
申
請
者
の
生
計
を
維
持
す
る
者
に
係
る
児
童
扶
養
手
当
法(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
三
十
八
号)

第
四
条
第
一
項
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情
報

七

奨
学
金
申
請
者
の
生
計
を
維
持
す
る
者
に
係
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号)

第
三
条
第
一
項
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す

る
情
報

第
四
条
第
一
項
中｢

第
二
条
第
八
項｣

を｢

第
二
条
第
十
項｣

に
、｢

同
条
第
九
項｣

を｢

同
条
第

十
一
項｣

に
、｢

同
条
第
十
二
項｣

を｢

同
条
第
十
四
項｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
十
四
号

岐
阜
県
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
細
則(

平
成
二
十
二
年
岐
阜
県
規
則
第
四
十
七
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
十
条
第
一
項
中｢

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
及
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
コ
ス
ト
計
算
書｣

を

｢
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
各

号
を
加
え
る
。

一

次
号
に
掲
げ
る
法
人
以
外
の
法
人

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算
書
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

二

法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人(

次
条
第
二
号
に
お
い
て｢

公
立
大
学
法

人｣

と
い
う
。)
純
資
産
変
動
計
算
書
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書

第
十
条
第
二
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
人
の
目
的
及
び
業
務
内
容

二

県
の
政
策
に
お
け
る
法
人
の
位
置
付
け
及
び
役
割

三

中
期
目
標
の
概
要

四

理
事
長
の
理
念
並
び
に
運
営
上
の
方
針
及
び
戦
略

五

中
期
計
画
及
び
年
度
計
画
の
概
要

六

持
続
的
に
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
源
泉

七

業
務
運
営
上
の
課
題
及
び
リ
ス
ク
の
状
況
並
び
に
そ
の
対
応
策

八

業
績
の
適
正
な
評
価
に
資
す
る
情
報

九

業
務
の
成
果
及
び
当
該
業
務
に
要
し
た
資
源

十

予
算
及
び
決
算
の
概
要

十
一

財
務
諸
表
の
要
約

十
二

財
政
状
態
、
運
営
状
況
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
理
事
長
に
よ
る
説
明

十
三

内
部
統
制
の
運
用
状
況

十
四

法
人
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報

第
十
一
条
第
二
号
中｢

法
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
六
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
古
川
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
七
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
美
濃
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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一
般
国
道

道
路
の
種
類 県

道
道
路
の
種
類

二
百
五
十

六
号

路
線
名

国

府

見

座
線

路
線
名

関
市
板
取
字
舟
渡
六
四
二
七
番
一

地
先
か
ら

同
市
同

字
同

六
四
二
六
番
一

地
先
ま
で

区

間

高
山
市
国
府
町
八
日
町
字
馬
道
一

八
四
〇
番
二
五
地
先
か
ら

同

市
同

町
同

字
同

一

八
三
四
番
一
地
先
ま
で

区

間���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル) ���･� 延

長

(

メ
ー
ト

ル)

令
和�･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

令
和�･�･�� 供

用
開
始

の
期
日

令
和�･�･�� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)

平
成
��･�･�� 備

考

(

区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か)



岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
年
岐
阜
県
告
示
第
四
百
六
十
六
号)

の
う
ち
次
の
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律(

平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
恵
那
土
木
事
務

所
及
び
恵
那
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
五
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定(

平
成
二
十
年
岐

阜
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号)

の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
恵
那
土
木
事
務

所
及
び
恵
那
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
恵
那
土
木
事
務

所
及
び
恵
那
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

岐
阜
県
告
示
第
百
六
十
一
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号)

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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区
域
の
名
称

横
吹
２

区
域
の
名
称

指

定

の

区

域

恵
那
市
上
矢
作
町
漆
原

(

次
の
図
に
示
す
と
お
り
と
す
る
。)

指

定

の

区

域

土
砂
災
害
の
発

生
原
因
と
な
る

自
然
現
象
の
種

類

建
築
物
に
作
用
す

る
と
想
定
さ
れ
る

衝
撃
に
関
す
る
事

項 急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

区

域

の

名

称

横
吹
２

区

域

の

名

称

横
吹
２

恵
那
市
上
矢
作
町
漆
原

(

次
の
図
に
示
す
と
お
り
と
す
る
。)

区

域

の

所

在

地

恵
那
市
上
矢
作
町
漆
原

区

域

の

所

在

地

区
域
の
表
示
及

び
建
築
物
に
作

用
す
る
と
想
定

さ
れ
る
衝
撃
に

関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

区
域
の
表
示

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類

次
の
図
に
示
す
と

お
り
と
す
る
。



(
｢

次
の
図｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
恵
那
土
木
事
務

所
及
び
恵
那
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
号

公
職
選
挙
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号)
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
個
人

演
説
会
、
政
党
演
説
会
及
び
政
党
等
演
説
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
の
取
消
し
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
の
で
そ
の
旨
告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

松

利

幸

指
定
を
取
り
消
し
た
施
設

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
号

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
執
行
規
程(

昭
和
三
十
七
年
岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

大

松

利

幸

第
三
条
中｢

第
五
十
二
条｣

を｢

第
五
十
二
条
第
一
項｣

に
、｢

の
氏
名
等｣

を｢

の
氏
名
そ
の
他

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令(

昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
。
以
下｢

令｣

と
い

う
。)

で
定
め
る
事
項｣

に
改
め
る
。

第
四
条
中｢

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令(

昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
。
以

下｢

令｣

と
い
う
。)｣

を｢

令｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中｢

掲
示
事
項｣

を｢

氏
名
及
び
任
命
年
月
日
等｣

に
改
め
る
。

別
記
第
三
号
様
式
注
２
中｢

第
五
条｣

を｢

第
七
条｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

示

○
開
発
行
為
の
工
事
の
完
了

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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開
発
許
可

(

変
更
許
可)

番

号

及

び

年

月

日

七
宗
町

市
町
村
名

横
吹
２

七
宗
町
体
育
館

施
設

の
名

称

恵
那
市
上
矢
作
町
漆
原

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

加
茂
郡
七
宗
町
上
麻
生
3566番

地
の
１

所
在

地

次
の
図
の
と
お
り

急
傾
斜
地
の
崩
壊

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
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岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

五
六
号
の
四

令
和

四
・

九
・
一
二

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

五
五
号
の
七

令
和

四
・

八
・

四

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

五
五
号

令
和

四
・

五
・
一
二

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

三
三
号
の
二
五

令
和

四
・

四
・
一
三

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

三
三
号
の
一
八

令
和

四
・

一
・
一
四

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

五
四
号
の
七

令
和

四
・

九
・
一
六

岐
阜
県
指
令
岐
西
建
築
第
一

三
二
号
の
二
七

令
和

四
・

四
・

一

羽
島
郡
岐
南
町
伏
屋
六
丁
目
五
五
番
、
五
六
番
一
か
ら
五
六
番
三
ま
で
及

び
五
七
番

瑞
穂
市
別
府
字
堤
内
五
ノ
町
一
三
〇
四
番
一
及
び
一
三
〇
五
番
一

瑞
穂
市
穂
積
字
中
原
一
五
〇
七
番
一
の
一
部

瑞
穂
市
本
田
字
高
田
三
七
九
番
一
及
び
三
八
〇
番
一

瑞
穂
市
穂
積
字
野
口
九
〇
八
番
一
の
一
部

羽
島
市
江
吉
良
町
字
新
田
一
六
〇
一
番
、
一
六
〇
二
番
四
及
び
一
六
〇
八

番 羽
島
市
福
寿
町
本
郷
字
鐘
鋳
一
五
〇
八
番
か
ら
一
五
一
一
番
ま
で
、
一
五

二
八
番
二
、
一
五
三
三
番
二
、
一
五
三
四
番
五
及
び
羽
島
市
所
管
法
定
外

公
共
物(

道
路)

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町
若
宮
地
二
丁
目
二
一
一
番
地

有
限
会
社
鈴
木
商
事

代
表
取
締
役

鈴

木

浩

岐
阜
県
下
呂
市
金
山
町
東
沓
部
三
三
一
一
番
地

株
式
会
社
伊
田
屋

代
表
取
締
役

河

尻

吉

雄

愛
知
県
一
宮
市
東
出
町
七
番
地
の
一

株
式
会
社
エ
サ
キ
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

江�
豪

治

岐
阜
県
瑞
穂
市
本
田
一
〇
四
四
番
地
の
三

Ｄ
Ｎ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河

野

等

岐
阜
県
大
垣
市
寿
町
三
三
番
地

大
安
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

稲

川

鉄

心

岐
阜
県
羽
島
郡
岐
南
町
上
印
食
八
丁
目
八
二
番
地

大
丸
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

臼

井

泉

岐
阜
県
各
務
原
市
川
島
河
田
町
一
丁
目
四
三
番
地

株
式
会
社
恒
工
務
店

代
表
取
締
役

林

恒

克

令
和
五
年
三
月
二
十
二
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


